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南極点全天撮像装置 による
オーロラ,エ アグロー観測
アムンゼン スーコット南極点基地訪問
岡 田 雅 樹
'1勺友8年 か ら 米 国 科'1j」二財 【・ll　CNSF)　と 極 地 研二
● 究 所(江 尻教授)の 共同研 究 の 一環 と して観測 を
開 始 した 南極点 全 ノく撮 像 装 置 は,3年 間順 調 に観
}則を続 け毎年IO　/J'フレー ム(100ギガバ イ ト)あ
ま りの 大 疑の 全 ノく画f象デ ー タを蓄 積 して きた.観
測 機器 の維 持,運 用は現地 の テ クニカ ル スタ ッフ
に よって行 わ れ てお り,4月 か ら8)Jの観 測期 間
中 は.運 川計 画,天 候等の情 報 を イン ター ネ ッ ト
で 極地 研 とや り取 り しなが ら観 測 を行 って いる.
毎 年11月 前後 に,本 研 究 チ ー ムの 内 の 数 名が機
器 の調 整,引 き継 ぎ等 のた め 南極点 基地 に赴 き,
現 地 ス タ ッフ との打 ち合せ,較 正,デ ー タ等の作
鴨
業の回収 を行 って い る,本 年は岡 田,鈴 木の2名
が 赴 き,作 業 を行 った,
南極,1∴;:は,地軸 ヒに位 置:するiHJ　IjFで2個所 し
か ない場 所の 内 の ・つ であ り,か つ常 設の 基地が
イ∫:在す る場所 と して は,|ii(;・の 観測 拠,1∴1:である.
そ の地理 的 条件 に よ り南極σ)冬期 間 中は,太 陽が
2tl時間 昇 らな い 極 夜 と な る た め オ ー ロ ラ観 測,
大気光(エ ア グロー)観 測拠 点 と しては無 二の観
測点 であ る,磁 気 圏物理 の観 点か ら見る と,南 極
t【∴「:は,磁気糸ll1度73.9度1こf、/附しオー ロ ラ'1}1:の高
綿'度側 に位 置す る こ とにな るが,24時 間観 測 で
きるため,こ れ まであ ま り観 測 を行 うこ とが で き
なかった 昼間側 オー ロラ を見 る ことがで きる数少
ない観測 点の 内の 一つで あ る.ま た,大 気物理 の
観点 か ら考える と極 渦の 中心 に位 置 し,か つ全 球
規模 の 人気循環 の 中で は熱 吸収 の中心 に位 置す る
ことにな りエ ネルギー輸 送の メカニ ズムの ・つ と
日 野 燈 繍 肋 こよるオ'Tlラ・1:綴ll|㌍1豊 、蒜 ジウム1
・極域氷床深1・!・Ciコア解析に よる地球 環境変動 ・観測隊 だ より6
の復 元研究2・ 「}∫極jl別気象状況7次
・第22回 極」或気水 圏 シンポ ジウム4・ 【極地 肛事典】「「iまりも8
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して注 目される大気重力波等の観測に期待が大 き
い.
南極 点へ は,ニ ュー ジー ラ ン ド(ク ラ イス トチ
ャー チ)か ら米 国の輸 送機 に よって空路 マ クマー
ド基地 に入 り,さ ら にそ こ か ら3時 間 ほ どの フ
ラ イ トで 南極点 に到着 す る.マ クマー ド基地 の天
候 に よ って輸 送機 の発 着 が 制 限 され る ため,11
月1日 に 日本 を出発 した わ れ わ れ の 場 合,ク ラ
イス トチ ャーチで4日 間の 足 止め を された後,南
極 点 に到 着 したの は9日 で あ った.南 極 点 基 地
は,海 抜2700メー トル に位 置 し,気 温 は 夏期 間
の は じめ で あ る に も関 わ らず 常 時氷 点.ド40度前
後で あ る.沿 岸 に位 置す るマ クマ ー ド基地 か らの
フ ライ トで急激 な高 度変 化 を経 験 す る ことに なる
た め,軽 度 の高 山病 にな るが 数 日間静 養す る とほ
ぼ全 員 が順 応 す る ことが で きる.現 地 での 主 な作
業 は,撮 像装置 光 学系 の検査,デ ー タ処理 系 ワー
ク ステー シ ョンの バ ックア ップであ るが,本 年 は
特 にY2K対 策 に と もな う プ ログ ラ ムの変 更 とハ
ッカー対 策に多 くの時 間 を費や した.特 に,昨 シ
ー ズ ン中 には南 極 点基 地 にハ ッカ ーが 侵 入す る と
い う騒 ぎが あ ったため,来 シーズ ンか らは本格 的
な ネ ッ トワー ク管理 者 を置 き,1年 以 上か けて順
次 ネ ッ トワー クのセ キ ュ リテ ィー を強化す る方針
が固 ま りつつあ った.そ のため,ネ ッ トワー ク部
分 の セ キュ リテ ィーに関す る ミー テ ィング を特 別
に持 ち,プ ロジ ェク ト関係 者 とネ ッ トワー ク管 理
者 との 間で綿密 な打 ち合せ が 行 わ れた.
1999年4月か ら8月 の間(お よそ100「[分)の
観測 デ ー タは,こ の時点 で は内容確 認 はで きない
が1巻 あ た り40ギ ガバ イ トの デ ー タを格納 で き
るDLTテ ー プ に して8巻 分(バ ッ クア ップ を含
め160ギガバ イ ト程度)の デ ー タを回収 した.今
年 は特 に,5月13-18「L6月10-16日,7月5-7
日の 三 回 に わた ってSuperDARNとの共 同観 測
が行 われた ため一 昨年 の シー ズ ンに比べ る とやや
多 くのデ ー タ量 となった.こ れ らの 観測 デ ー タは,
極 地研 に持 ち帰 り一・次処 理 に掛 け られた後,画 像
デー タ及 びケオ グラム と して ホーム ペー ジ上 で公
開 さ れ て い る.処 理 が 済 ん だ デ ー タか ら随 時
httP:ftwww・nipr・ac.jp/～asi-dpで参照 す るこ とが で
きる ようにな り,共 同研 究 の利 用 に供 され る予定
であ る.
〔筆者:国 立極地研究所illl∫報科学センター助T-)
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極域氷床深層コア解析による
地球環境変動の復元研究
(文部省科学研究費補助金特定領域研究B)
渡 邉 興 亜
1996年,南極 ドー ムふ じ観測 拠 点 で2503mの
深 さに達す る氷床深層 コアが掘削 され,1998年
4月に 「しらせ」 によ り全深度の コアが国内に持
ち帰 られた.そ の後1998年度か ら3カ年計画で,
コアの化学的,物 理的プロファイルを明 らかにす
る基本解析 を推進 し,現 在2年 目が 終了 しよう
と している.1999年12月には極地研 の 第22回
極域気水圏 シンポ ジウム期 間中に公開シンポジウ
ムを実施 し,進捗状況の紹介を行 った.
今後地球規模の環境変動の詳細 な復元に向けて
さらにコアの特定課題の解析 を進め,最 終年度で
ある次年度 に向けて研究 を進め てい く予定であ
る.
領域全体の研 究目標
氷床 コア ・シグナルは,次 に示すような地球 ヒ
の様 々な現象 を反映 して形成 される,(i)広い
意味 での陸域起源現象に由来す る物 質の シグナ
ル:乾 燥地域や大陸棚の拡大 ・縮小,火 山活動 な
ど気候や環境 の変化に由来する.(ii)海洋循環,
海洋生物活動,陸 上生物活動の変動に目.1来するシ
グナル.(iii)氷床 コア中の気泡に含 まれるそれ
ぞれの時代の大気微 旺成分,特 に温室効果 ガス濃
度の変化な どが示す シグナル.(iv)降水 と氷化
の過程 を反映する雪氷の物理的性 質と氷床流動 に
よって もたらされる物性特性によるシグナル:特
にわが国の研究者 によって発見 された クラスレー
ト水和物の物性が示す氷床 内部の応力状態が注 目
される.(v)水の安定同位体組 成が示す シグナ
ル:気 候の状態の指標である.(vi)定常 的に生
じる宇宙線 生成核種などが示す シグナル.
これ までの内外の研究によって,コ ア ・シグナ
ルの分析,解 析の方法は基本的にはほぼ確立 され
たといえる.本 領域研究では,こ うした確 立 した
方法 を駆使 しコア ・シグナルを気候 ・環境 の多変
量情報系として捉 え,組 織的な研究で膨 大な量の
試料 を系統 的に高精度の分析 ・解析を実施する と
ともに,高 い年代推定精度のもとにシグナルの解
読 を進めている.ま た,現 在の気候 ・環境下での
大気 一氷床間の相互作用 によるシグナルの形成
一2一
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機構あるいは形成過程 の研究 も,コ ア ・シグナル
解読研究の基礎研究 と して進めている.
氷床コアに記録 された地球の気候 と環境の変動
シグナルは,(1)気温 や降水 量な どの気候に直
接反映 される要素 と,(2)大気 中の諸物 質の起
源や発生量お よびその輸送機構の変化 として現わ
れる要素に分けることが出来る.特 に後者の要素
は,大 気 大循 環や極域循環の 規模や機構 に依 存
し,地球.ヒの物質循環 システムの変化 として見る
ことが出来る.以 下がその代 表的 な現象である.
(i).海洋微生物活動 や火山活動の変化に伴 う硫
黄や窒 素化合物 の発生量や 大気 中の組成変動,
(iD.地表状態や海洋循環の変化 に伴 う二酸化炭
素や メタンの発生景や大気中組成の変動,(iii).
海 陸分 布の変化 に伴 う土壌 起源微 粒子 の変動,● (iv).最近 の人間活 動の 大規模 化に よる人為起
源物質の増大お よびその対流圏や成層圏への拡散
と新たな現象の発現.
この ようなシグナル物質の発生源や
循環の変化は,大 気化学や雲物理過程
の諸現象に影響 を及ぼ し,雲鼠,大 気
混濁度や温室効果ガス濃度の変化を通
じて気温変化に正負のフィー ドバ ック
過程 を引 き起 こす.本 研究 の氷 床 コ
ア ・シグナル研究か ら,過去の地球の
気候 と環境の変動 に関連する諸現象の
発現 や循環過程 の解明 を試みる.
領域 内における研究組織 と研究班の連
携状況
本領域は氷床 コアの精密年代決定 を
含む総合解析に研究の焦点 を当てた総
括 班 と陸海域起源 物質 と気候 変動研
究,温 室効果気体 と気候変動研究,氷
の物性 と氷床変動研究,北 極氷床 コア
解析による気候変動研究に焦点 を絞 っ
た計画研 究班AOl～04で構成 されて
いる.
総括班では,複 合的な方法 によ り高
精度の コア年代の 確立 を目指 してい
る.特 に,氷 床の鉛直歪分布の検出と
堆積速度の時間変動 を考慮 した物性経
時変化モデルの構築,季 節変化シグナ
ル ・特定の火山噴 火などを示す タイム
マーカーの検出な どに重点を置いてい
る.ま た,現 在の氷床上 にもた らされる物 質の広
域拡散分布の特性を検 証データと して,現 気候下
お よび氷期サ イクルにおける極域物質循環像 を検
討す る.併 せ て大気 一海洋結 合モデ ル　(GCM)
の研究グループと協力,連 携 し,シ ミュ レーショ
ン解析 などを含めた議論 を行 う 予定である.公 開
シンポジウムによる研究成果の広 報活動,ま た国
際 ワークショップ ・国際 シンポジウムを開催 し,
研究の調整 ・推進 を図る.
計 画研究班AOIでは,陸 海域 起源物 質 と気温
の指標 となる酸素 ・水 素同位体組成のコア全層解
析を行い,氷 期サ イクルにおける気候 ・環境変動
を精緻に復元する,
計画研究班AO2では,コ ア中の温室効 果気体
濃度の変動の詳細を明 らかに し,併せてその変動
機構の解明のために,気 体分F中 の同位体組成 を
解析する.
計画研究班AO3では,積 雪か ら氷 に至 る氷化
一8-6-4-202468
氷期サイクルにおける酸素 同位体組成の変化と氷当屋降水量,気 温の 変化
図中の数 字は,海 底堆積物 における酸 素同位体組成 に基づく時代区 分(M|S)を示す ま
た,気 温変化は現在 を基準 とした相対気温である。
一3一
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過 程,ク ラ ス レー ト水 和 物 の 結 晶 成 長」過程 と挙
動,氷 結 晶主 軸 の定 方位性 お よび電気 的特性 な ど
氷 の物性 測定 手法 を駆 使 して,氷 床 コア中 に含 ま
れる過 去の気 候 ・環境 シ グナルを抽 出す る.ま た
コアの 含有空 気 量:,氷温,氷 歪 娃お よび堆 積速度
の解析 な どか ら氷 床変 動モ デルを構 築 し,気 候変
動 と氷 床変動 の 相 互作 用 をシ ミュ レー トし,総 括
班 へ深 さ 一年代 関係 の基礎 情 報を提 供 す る.
計 画 研 究 班AO4で は,国 際 共 同研 究 と して,
北 極 の グ リー ンラ ン ド氷床 コアに見 られ る特異 な
気 候現 象 につ いて,南 極 コア ・プロ フ ァイル との
詳 細 な対比研 究 を行 う.ま た総括 班 と ともに氷期
一間氷期 サ イ クルの 南北 同 期性 の課!題に踏 み込 ん
だ解析 を行 う.
最 後 に本研 究 で得 られ た成 果の 一つで あ る,ド
ー ムふ じ観 測拠 点 の深 層 コア深度 に対す る年代 ,
各年代 の 降水量 お よび現 在 を基準 と した 相対気 温
変化 の推 定値 を図示 した.
〔筆者:[kいケ極地イlj}究所研究 川1')
第22回極域気水圏シンポジウム
12JI8日,9「1の 両 「1,第22111|極域 気 水 圏 シ
ン ポ ジ ウ ム を 開f崔し,157名 の 参 加 を得 た.8|[
に は,「 北 極L「 エ ア ロ ゾ ル1,「 オ ゾ ン ・大気 微
11i:成分 」,1大 気 循 環 ・放 射 」,1海 洋 ・海 氷 」 の5
つ の セ ッ シ ョ ンで27件 の 口 頭 発 表 が,「 大 気 ・
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極域気水圏シンポジウム聴講風景
海 氷」 に 関 す る23件 の展 示 発 表 が 行 わ れ た.9
日に は,「 コア解 析研 究」,「ドームふ じコア解析
研 究 」,「雪 氷 物 理 ・氷 床 環 境 」 の3つ の セ ッシ
ョンで17件 の 口 頭発 表 が,「 雪 氷」 に関 す る26
件 の展 示 発 表が 行 われ,さ らに特 別 セ ッシ ョン
「極域 氷 床 深層 コア解 析 に よる地球 環 境変 動 の復
元研究 」 を企画 した.
・参加 者 と しての感 想 を以 ドに記 し,報 告 に換
える,大 気 分野 で はエ アロゾ ルに関連 した発 表が
多数を 占め,こ れ は近 年 に顕 著 な傾 向であ る.第
38次隊 にお け る ドー ムふ じ観測 拠 点 と昭 和 基地
との対 比観 測,1998年3月 の 北 極 圏 大気 航 空 機
観測 とこれに同期 した 地 ヒ観 測 な どに よる研 究成
果が結 実す る過程 を見 るこ とが で きた,極 域 海洋
鱈魎欝欝 霊 蠕 ∫誇」織1桂㌫二●
一 タ解析 ,野外 観測,室 内実 験,理 言6}研究な ど異 な
るf法 に よる研究 が満 遍 な く為 され,興 味 深 いセ
ッシ ョンであ った.息 の長 い研 究 の成 果発 表が 多
いこ と も納 得で きる.㍗ 氷分 野 のみ な らず ,シ ン
ポジ ウム全体 を通 して,特 別セ ッシ ョンが 最 も多
くの聴 衆を集め た.本 誌別稿 の報告 を ご 一・読願 い
たい,雪 氷分野 では,他 分野 に も増 して大学 院生
に よる意欲 的 な発表が 日を引 い た.極 めて 良質の
試料 が,適 切な人 々 によ って,適 切 な人 々に渡 り,
適 切 に取 り扱 わ れて い るこ とが よ く理解 で きた.
例 年 よ りも参加 者 が多 く,セ ッシ ョンや ロビー
・ドー に お い て 有益 な 討'論が
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行 わ れ た.反 面,プ ロ
グ ラ ム編 成 が 過 密 で,
特 に,展 示発 表 で 十分
1議論 す るli手間 を取 れ な
か っ た,展 示 発 表 者の
方 々 にお詫 び 申 し ヒげ,
次 回 シ ン ポ ジ ウム で の
改 淳点 としたい.最後 に,
本 シ ン ポ ジウ ム 開催 に
あ た り尽 力 ドさっ た極
地研 究 所 関 係 者 な らび
に座 長の 方 々 に感 謝 申
し ヒげ る.
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第22回極域生物シンポジウム
1999年12月2日と3日 に第22回 極域 生 物 シン
ポ ジウ ムが 極 地研 究 所 講堂 にお い て開催 され た.
参 加 者は2日 間で 延べ140名,口 頭 発表 は10件,
ポ スター発 表 は70件 であ った.こ の うち7名 は,
オー ス トラ リア,イ タ リア,ポ ー ラ ン ドお よび イ
ン ドか ら参 加 した研究 者で あ る.初Uは 海洋生物
の 口頭 発表 お よびポ ス ター発表 が行 われ,2日 目
は陸上生物 の口頭発 表お よびポ ス ター発 表が行 わ
れ た.
海洋生物 の午前 の口頭発 表で は,人 工衛 星海 亀
セ ンサ ーの画像 デ ー タを利 用 して海域 の植 物現存
量の変動 を解析 したマ ク ロな観測 か ら,ピ コプ ラ
ンク トンの 光合成測 定や バ クテ リア,ウ ィルスの
現 存 量測 定 な どの非常 に ミクロな観測 まで,様 々
な スケー ルか ら見 た海洋生物 の研 究糸A--JR・が報告 さ
れ た.午 後 の口頭発 表で は,オ ー ス トラ リアお よ
び 日本 の南極 観測 プ ログ ラム にお ける海洋 生物研
究 の今 後 の 方 向性 や 役 割 につ い て 報 告が 行 わ れ
た.海 洋 生物 のポ ス ター発 表で は,バ クテ リアか
ら大型動 物 まで,多 様 な極域 生物 につ い て様 々な
視 点 と手 法 に よ り得 られ た研 究 成 果 が 発 表 され
た.ポ ス ター発 表 は4つ の グ ル ー プ に分 けて 行
われ,1998年お よ び1999年に実 施 さi'LたNOW
(　Intemational　North
WaterPolynyaStudy)
研究 航 海の 成 果 につ い
て6件 の 報告,1995年
か ら 実 施 され て い る
SIPENS　(Sea　Iee　and
Penguin　Study)　言h画
の結 果 に関す る報 告,
魚類 や海鳥 類 を対 象 と
した デー タロガー を用
いた行 動お よび生理学
的 な研 究 に関す る報告
な どが あ った.
また,初 日の ポ ス タ
ー発 表終 了後,オ ース
ト ラ リ ア 南 極 局 の
Harvey　J.　Marchant
博 士に よる臨時特 別講
演 が顕微 鏡 の ビデ オ映
像 を用 いて行 われ,ロ
ス海 に おけ る原 生生 物,バ クテ リアの 活動,そ れ
ら微 生物 間の 食物網 につい て興味深 い話題 と映像
の提 供 があ った.
陸上生物 の 口頭発 表 は,南 極 の外 国 基地 での研
究 成 果 が 中心 に な っ た.現 在,昨 年 度 か ら3年
計 画 で イ タ リアの テ ラ ノバ湾 基地 で外 国 共同観測
を進 め てお り,イ タリアか ら2名 を招 待 して,議
論 を深 め た.ま た,ポ ー ラ ン ドの ア ドミラルテ イ
湾周辺,オ ー ス トラ リアの ケー シー基地 周辺 の生
態 につ いて,と くに昭和 基地周 辺 との比 較の上 で
興味深 い研 究発 表が あ った.ポ ス ター発 表 は微 生
物,土 壌,湖 沼,藻 類,蘇 苔 類,種 子 植 物 の 植
生,生 理生 態 な どの成果 が発 表 され た.ポ ス ター
セ ッシ ョンが終 わ ったあ と,北 極の 陸 ヒ生 物 の研
究 計画 につい て ワー クシ ョップ を開 催 した,将 来
的 にはスバー ルバ ルをベ ースに しなが ら,カ ナ ダ,
シベ リアへ も展 開 してい く必 要があ るこ と,と く
に北極 の環境 変動 を扱 う場 合,亜 寒帯,温 帯域 の
高山帯 の研究 が重要 であ る な ど有意義 な意 見交換
があ っ た.
今 回 の シ ンポ ジウ ムで は,日 銀 発 表 に.・件30
分 をかけ るいわゆ る シンポ ジウム形 式 を とったが,
反面,時 間 とスペー スの余裕 が ない ため,ポ ス タ
ー発表 で は3,4分 野 の 発 表 が 同時 進 行す る とい
う方法 を余儀 な くされて いる.そ の ため フリーデ
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イスカシ ョンの時間がほ しいな どの意見があ り,
今後改善 の方向で考 えていきたい.
講演会と見学会を開催
12月11日(土)に極地研究所 にお いて板橋区
内 の小 中学 生及 び区民約120人を対象 と した講
演会 と見学会 を開催 した.当 日は,福 地南極 圏環
境モニタリング研究センター長による,南 極観測
からとらえた地球環境問題 について 「南極観測 と
地球環境」 と題 した講演会 をスライ ドを交 えて行
うとともに,記 録 映画 「南極観測1997」を上映
した.講 演終了後は多 くの質問が出され,南 極観
測事業 と地球環境問題への区民の関心 の高 さがう
かがわれた.記 録映画では,普 段なかなか見 られ
ない南極の映像 を興味深げに見入っていた.最 後
に展 示ホールの各展示物 を見学 し,散 会 となっ
た.
v「 一 τt
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観測隊だより
初旬 には最高気 温が プラス に転 じ,夏 の到 来 を
感 じさせ る穏 やか な天 候 にな った.
内 陸旅行 隊7名 は1日 朝 昭和基 地 を出発 し,ド
ーム ふ じ観 測拠点 に向か った.同 旅行 隊 は,ド ー
ムの帰 路 や ま と山脈 ルー トの トラバー ス観測 も計
画 してお り,全 行 程 約3,000km,約100日以上 の
長期 旅行 とな る.
気 象部 門 で は,オ ゾ ン観 測 を重点 的 に実 施 し
た.11月 に入 って も低 い レベ ル で推 移 した オ ゾ
ン全 量 は,21日 頃 よ り顕 著 な増 加 を示 し,概 ね
オゾ ンホー ルか ら脱 して いる.そ の他 の基 地観測
も踏 篭
、アザラシへのデ.,.。ガ.装 ●
着 と回収作業は,今 月 も精力的 に進め られた.17
日にオングルカルベ ンで出産 した雌個体 には,21
次隊で新生児に装着 した標識が着 いていることが
確認 された.
設営部門では除雪が本格化 し,砂撒 きも併せて
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「南極観測と地球環境」講演会聴講風景
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実施された.月 末までには幹線道路やヘ リポー ト
周辺の除雪がほぼ終 了 した.
冬季の間凍結のため使用で きなかった荒金ダム
送水循環回路の復旧作業が行われて,130kl水槽
の雪入れを行わないで も生活用水が確保で きるよ
うになった.
持ち帰 り物資準備作業 として,極 点旅行 に使用
されたKD60雪上車5号 車の移動が実施 され,氷
上輸送が可能な態勢 となった.
昭和 基地 は22日か ら日没 がな くな り,再 び白
夜の季節 となった.ア デリーペンギンが基地周辺
を通過 し,写真撮影が盛んに行われた.
12月
12月は全般的 に穏 やかな天気 に恵 まれ,後 半
は大陸高気圧 に覆われ夏 らしい穏やかな天気 とな
り,基地作業や輸送作業 を順調 に進めるこ とがで
きた.
20日41次隊を乗せた 「しらせ」の第一便が到
着 し,10ヶ月ぶ りに賑やかな昭和基地 となった.
家族か らの便 りや新鮮 な食料 を楽 しんだの もつか
の間で,輸 送作業が開始 された.
「しらせ」 は24日に見晴 らし沖に接岸 し,た
だちに氷上輸送が開始 され,こ れらの物資の荷受
け配送が7日 間連続で行 われた.
ヘリコプターによる野外観測は40・41次隊合
同で実施 され,内 陸の人工地震観測や地学 ・生物
部 門の観測 も順調である.
40次内陸旅行隊は先月26日ドームふ じ観測拠
点 に到着 し,深層掘削 ドリルの引き上げの試みや,
アイス レーダーによる氷床観測等を実施 していた
が,予 定 した作 業を全 て終了 し,10日同拠点 を
離 れた.28日にはみず ほ基地に到着 し,や まと
航空拠点 を目指 しYMル ー トを順 調 に走行 して
いる.
基地内の観測部門で定常的な観測 を維持 しなが
ら,不 要機器の持 ち帰 り準備が進められた.ま た,
41次隊が搬入 した機器で装置の更新 も行 った.
設営部門では除雪や41次受 け入れ準備が多 く
の隊員の協 力を得て実施 された.
15日にはオー ス トラリア南極局の氷上滑走路
調査団を乗せた,ッ インオッター機が飛来 し海氷
上に設定 した臨時滑走路に着陸 した.7名 か らな
る調査団は,近 い将来,本 国か ら大型航空機 を利
用 して直接乗 り入れ るため青氷滑走路 の選定 と環
境影響評価 などを目的 として,ケ ーシー基地 まで
向か う途中の訪問であった.
月後半 は休み な しの夏期作業 日課 となったが,
夜 にはクリスマスパーテ ィーや餅つ きの年末行事
が行われ楽 しむことがで きた.思 い出深い一年で
あったが40次隊 の越冬 生活 も余す ところ1ヶ 月
となった.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　 〔℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気ll;・海 面 〔Meanpressure,
　 sealevel)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧 　(Mean　vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度 　〔Mean　relative
　 humidity)　(96)
平 均 風 速(Meanwindspeed)　(mls)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max,
　 wind　speed,　10-min.　mean)　(m!s)
f泣ノく瞬 間 風 速 　(Gust)　(rn/s)
平 均 雲 品　(Meancloudeover)
昭和基地(Syowa89532)
11)j〔Nov.)
-7 .4
0.8〔7日)
-22.0(1日)
984.4
2.5
68
5,5
26.8(3H,NE)
34.4(3日,NE)
7.2
12月(Dec.)
-3 .5
3.0(17|])
-9 .9(27|1)
981.0
3.1
66
5.1
21.4(8日,　ENE)
28.4(9H,ENE)
6.9
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【極地豆事典】
雪 まりも
ドー ム ふ じ観 測 拠 点 で 越 冬観 測 を して い た
1995年,雪面 で 成長 した 針状 の霜 結 晶 が集 ま
り,球 形 化 して い る事 に気 が つ い た,球 の 直
径 は5～30mm程 度,北 海 道i;i|∫寒 湖 で 観察 さ
れ るマ リモ と形 が似 て い る こ とか ら,「雪 ま り
も」 と名づ けた(図1).こ れ は雪 面 の小 さな
窪み な どに 集 まって い た(図2).た ぶ ん,風
で ま く られ た 表面 霜 が雪 面 を移動 す る際 に球
形化 し,雪 山の 小 さな窪 み に集 まっ た と思 わ
れ る.雪 ま り もを構 成 して い る霜結 晶 を詳 細
に調 べ る と,長 さ1mm,　ifl:径0.Olm程度 の
針状 結 晶が 無 数 に絡 み 合 って 出 来て い る こ と
が わ か った.
雪 ま りもは 同拠 点 で 初 越 冬 観測 を して い た
36次隊 の越 冬観 測 中,6回 観 察 され た.こ の
時 の 気 象 条件 は,気 温 が 一38～-79℃,表 面
雪 温が 一40～-80℃の範囲 であ った,た だ し,
雪 ま り もの 「原 料」 で あ る針状 の 霜 結 晶 が よ
く成 長 し,雪 ま りもが多 く観察 され た時 は,気
温 が 一60～-72℃,表 面 雪 温 が 一64～-72℃
'"　 -AtA　ttいt'"t't　 ttttt'"卯v岬ソ∨一門
で あ り,平 均 風 速 は,0.5～4m/sで あ っ た
(雪面 か ら2.2m|1、";jでの 測 定).そ の 後,越 冬
}を 引 き継 い だ37次 隊 や38次 隊 の 隊 員 も雪 ま
り も を数 回 観 察 した.
雪 ま り も と 同 様 な 球 形 の 霜 の 固 ま り は,こ
れ ま で ア ム ンゼ ン　(R.　Amundsen,　p.　389)iが
ロ ス 棚 氷 上 で,サ イ プ ル　 (　Paul　A.　Siple,
p.290)2が南 極 点 で 観 察 して お り,彼 ら の 著書
で ご く簡 単 に 報 告 さ れ て い る が,こ れ が 形 成.
され る時の気象条件 やその写真 な どはこれ ま ミ
で報告 されていなかったようだ.な お,本 稿
に関す る詳細 は,以 ドの文献3を 参照 して く ≧
だ さ い.1
ミ
{文 献 '
L　 Amundsen,R.〔1912):7'heSoUtllPote.Anαc(・otUlt　 (lt'
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2,Siple,P.A.(1959}:gσ1South.7ソLe　stery　o.∫th(e　A〃t.e)"cαη
　 　 So'ut/t　PoCe　coitqu.est..　New　York,　G.P.　Putnam's　Sons.
3.　 Kameda,T.,H.Yoshimi,N.AzumaandH.Motoyama
　 (1999):　Observation　f"Yukimarimo"　on　the　snow　sur-
　 　 face　of　the　inland　plateau,　Antarctic　e　sheet,　Journal
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図1雪 ま りも
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